
コウノトリ育むお米の取り組み

～コウノトリの野生復帰と有機栽培による米づくり～

たじま農業協同組合
代表理事専務 山下 正明



■但馬地域の概況
 兵庫県の北部

但馬地域（3市2町）を管内

 県面積の約1/4
（東京都の総面積に匹敵）

 人口 約15万1千人(R5.4.1)
（県人口の約3％）

■JAたじまの概況(R5.3.31)
 組合員数 46,378人

（うち正20,272人）
 貯 金 3,732億
 貸出金 568億
 共 済 9,538億
 受託販売 57億
 購 買 28億
 役 員 理事 29名

監事 7名
 職員数 702名

ＪＡたじまの概要

主な農畜産物
米

ピーマン

但馬牛

 朝倉さんしょ
 岩津ねぎ
 だいこん
 ほうれんそう
 小豆



新温泉町

香美町

朝来市

養父市

豊岡市

竹田城（朝来市）

出石そば（豊岡市）

玄武洞（豊岡市）

城崎温泉（豊岡市）

山陰海岸ジオパーク

湯村温泉（新温泉町）

スキー場（豊岡市、香美町、養父市）

神子畑・明延鉱山（養父市、朝来市）



コウノトリ

・全長：約110cm

・翼開長：180～200cm

・体羽：白色

・風切り羽：黒色

・嘴：黒色、約25cm

・目の周囲：赤色

・脚：赤色

餌（水田および河川の）

・どじょう

・ふな

・バッタ



写真提供：富士光芸社 １９６０年８月 市内出石川

古くから、コウノトリと一緒にみんなで暮らしていた



昭和34年

巣塔の下で

農薬が散布される様子



野生のコウノトリは1971年（昭和46年）に絶滅

≪ 最後の生息地が豊岡 ≫

明治時代以降の乱獲

経済発展に伴う生息地の開発・汚染の拡大

農薬を大量使用する農業の拡大

絶滅の理由

コウノトリの絶滅
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コウノトリの絶滅要因を真摯に受止め慣行農法を見直す

農薬や化学肥料の削減 生き物を増やす工夫

虫の勉強
悪い虫・ただの虫・
よい虫を見分ける

↓

生態系の大切さ

病気の勉強
適正な施肥量

植付け密度を知る
↓

土作りの大切さ

生き物の勉強
微生物や水生生物

の働きを知る
↓

水管理の大切さ

雑草の勉強
雑草の特性

を知る
↓

抑草技術の習得

自分達が実践できる体系→定義や要件を整理

水田環境の
勉強
↓

魚道・逃げ場の
設置

慣行農法からの転換
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実証ほの
生育調査

不耕起栽培に挑戦有機育苗培土の試験

温湯消毒

農法確立に向けた試行錯誤



共通事項 努力事項

環境配慮 農 薬 ・栽培期間中不使用もしくは7.5割減

（使用農薬は普通物魚毒性A類）
化学肥料 ・栽培期間中不使用

温湯消毒

生き物調査

・魚道、生き物の
逃げ場の設置

・抑草技術の導入
（米糠、その他）

水管理 深水管理 中干し延期

早期湛水 冬期湛水

資源循環 堆肥・地元有機資材の活用

その他 ブランドの取得 （有機JAS、ひょうご安心ブランド、
コウノトリの舞、コウノトリの贈り物）

コウノトリ育むお米の要件



１㎡あたりのイトミミズとユスリカの生息数（匹）※１
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※1　ICEBA２０１０で

の現地調査結果



一般のお米

コウノトリ育むお米
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慣行栽培と比べ、水田に水が
ある期間が圧倒的に多い



コウノトリと共存していくため、農薬の不使用や冬季湛水
の実施など、環境への負荷を軽減した

コウノトリ育む農法の特色



安全なお米と生き物を

同時に育む農法
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おいしいお米と多様な生き物を育み、コウノトリも住める豊
かな文化、地域、環境づくりを目指すための農法

コウノトリ育む農法の定義



JAたじま集荷数量 335,665袋
うち特別栽培米 144,578袋（約40％）2020年度

但馬で占める特別栽培米のシェアは大きい
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但馬の「特徴を活かす」米販売戦略

コシヒカリを
栽培方法・栽培地域で
細かく区分して
販売している。



販促活動の様子販売促進活動（国内）



コウノトリ育むお米 海外への販路拡大の取組

①ミラノ万博出展 ②ドバイ・ガルフード出展

④香港高級スーパー販促 ⑤ロサンゼルス商談会出展

③シンガポール販促
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販売促進活動（国外）



減農薬800ｔ

無農薬
290t

関西 約700t
沖縄 約400t

関東 約150t

海外 約20t

ネット 約50t
主な販売先
●生協
●スーパー（量販店）
●百貨店
●米穀店
●ネット販売 など

ＪＡＳ
135t

販促活動の様子コウノトリ育むお米の販売状況（国内）



コウノトリ育むお米 海外展開

この取り組みへの共感は海外でも拡がっています！

ニューヨーク

ハワイ
シンガポール

オーストラリア

香港

ＵＡＥ

スイス

オランダ

サンフランシスコ
ロサンゼルス

販促活動の様子コウノトリ育むお米の販売状況（海外）



パンダの副食『パンダ団子♪』に

米粉が使用されています。
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コウノトリ育むお米と上野動物園のパンダとの
意外な関係!？

主食は
笹だけど、

栄養のバランス
を考えて

食べてるよ！

販促活動の様子コウノトリ育むお米の販売状況（おまけ）



コロナ禍に於けるのオンライン消費者交流会

消費者・他団体との交流



香港日本人学校で
オンライン出前授業

消費者・他団体との交流



ボート日本代表へコウノトリ育むお寄贈平成30年1月グローバルギャップ団体認証取得

東京オリンピック・パラリンピックを目指した取り組み

グローバルギャップ（G-GAP）の団体認証取得

東京オリンピックを契機として高まることが見込まれる「食の国際基準」への対応

東京オリンピック採用を目指すことによる産地の活性化・生産者の士気向上
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ブランド化の取り組み



コウノトリ育むお米の農業者数

・2005年、豊岡市でコウノトリの放鳥（5羽）を実施

・2006年には生産部会が設立

・現在では部会員約250名、500haに拡大（2023年3月現在※面積全品種合計）

放鳥
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販促活動の様子今後の課題



今後の課題

農家の高齢化

担い手への農地の集約

みどり戦略

手間の問題

競合の問題

持続可能な取り組みに向けて生産者・消費者の理解が必要

今後の課題

現在の課題



手間の問題
・省力化に向けた取組み

①苗の供給

②カントリーエレベータの新設

育苗にかかる手間を削減

個別乾燥に対応することで多品種の荷受けが
可能に こうのとりカントリーエレベーター

農家の負担を減らすことで生産拡大へつなげる

競合の問題

・産地と販売先・消費者の交流を深め、信頼をより強固にしていく

販売先や消費者から求められるものに対応していく

今後の課題への対応



アイガモロボット
試験導入

スマート農業機械のシェア
リング
（写真はリモコン草刈機）

Z-GISの普及拡大

販促活動の様子今後の課題への対応











学校給食への取り組み

写真提供：豊岡市

豊岡市内のコウノトリ育むお米について
学習していた生徒さんから
「コウノトリ育むお米を給食に使って
ください！」と提案

2017年から豊岡市内の学校給食は
すべてコウノトリ育むお米（減）に！
こどもたちに安心・安全なお米の供給



学校給食への取り組み

みどり戦略 ＋ オーガニックビレッジ宣言（豊岡市）
豊岡市内の学校給食でコウノトリ育むお米（無農薬タイプ）を使用する方向性

コウノトリ育むお米（無農薬タイプ）
「 コシヒカリ 」では単価が合わない

課 題

コウノトリ育むお米（無農薬タイプ）
「 つきあかり 」に切替

→ 給食費の値上げとならない形で提供可能！

解決策



ＪＡたじまの使命

コウノトリ育むお米（無農薬タイプ）「つきあかり」への取組み

生産者

ＪＡたじま
こうのとり

ＣＥ

ＪＡたじま

精米所

豊岡市
学校給食
センター

豊岡市内

学校

生徒さん
品質の
均一化

全国初！行先や工程が見える有機農業の取組み－コウノトリ育むお米 学校給食へのチャレンジ 2023年－



生産者・ＪＡ・行政の三位一体の取り組み

豊岡農業改良普及センター・朝来農業改良普及センター　監修

コウノトリ育むお米生産部会

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

田植 収獲

□ 　 ○ ◎ ●

◇

◇

◇

栽培上の注意点

200ｋｇ

施
用
量

150ｋｇ

5.7-5.7-5.7(N-P-K)

－45kg50kg１回の場合

２回の場合 50kg 25kg 20kg

(N-P-K) 3.0-3.0-3.0
基肥について側条施肥が可能であれば田植え同時施用で対応。
ファームパワーフィッシュが側条施肥機に使えない場合、有機アグレットを使用する。
【肥料の特性】
ファームパワーフィッシュ：魚をそのまま溶かした水溶性タンパク質を成分とした肥料
有機アグレット：動植物有機（なたね粕、フェザーミール、魚かす、パーム灰など）を組
　　　　　　　　　　み合わせた肥料

80kg

基肥

2.8-1.6-0.8

側条施肥

3.0-3.0-3.0

穂肥

40kg150ｋｇ

■品種の特性から暦の施肥量を確実に入れる。穂肥については生育状況を確認しながら施
肥量を加減する。
■無農薬栽培では抑草を考慮し５月下旬の田植として、㎡当たり穂数の確保に向けて植栽
密度を70株/坪として取り組む。
■穂の黄熟歩合95％程度（出穂後40日～45日頃）となったとき刈取する。期刈取、刈遅れ
は、減収、品質低下の原因となる。

グレーダー

１．９０mm網

早
期
湛
水

移
植
後

抑
草
作
業

・生きもののエサを散布後、11月頃より水尻閉鎖
し、天水による冬みず田んぼを開始する。
・イトミミズの増殖によるトロトロ層の形成を促す
・冬みず田んぼ終了(２月末日）から落水し、早期
湛水開始時期まで圃場をしっかり乾かす。

区分 品種

・雑草の発芽目立つようであれば除草機
を使用し抑草する。
・中干し時広葉雑草が増え水稲の生育、
刈り取り作業に支障をまねきそうな状況
であれば酢酸（穀物酢）を活用し雑草の
生育抑制を行う。

・移植後速やかに、米糠ペレットやEM糖
蜜発酵液の散布を行い抑草を図る。
・移植後徐々に深水管理に移行し雑草の
生育抑制を行う。

品種区分 栽植密度

備　考

遵守事項

資材は育む農法に準ずる

育む農法に準ずる

生   育
ステージ

7月 8月4月 5月 6月 9月

　　飽水管理

深水管理

肥培管理

早期湛水

水 管 理

肥
培
管
理

※早期湛水は、地域の灌漑用水の入水に合わせて実施する。

有機アグレット
（Ｎ-6 Ｐ-6 Ｋ-6）

施肥量をしっかり施用することで多収となる。穂肥については施肥時期、施肥量は栽培暦を目安とし、可能な場合は、生育を確認しながら２回に分
けて追肥をすることで粒張り、品質が向上する。また、穂肥は品質に大きく影響するため穂数300本/㎡を目安に施肥量を加減する。判断がつかな
い場合は最寄りの営農センターへ問い合わせてください。
穂肥を２回に分けるときは,施肥時期を1回目出穂25日前、2回目を1回目散布10日後とし、施肥量は各２０kg/１０aとする。暑い時期の追肥にな
るので熱射病に留意する。

合計
穂肥①

出穂25日前
穂肥②1回目

散布10日後

80kg

1.4-0.8-0.4 1.4-0.8-0.4 5.6-3.2-1.2

鶏ふん堆肥を使用する場合、基肥の量を調整する。

資材名

資材名 穂肥

60ｋｇ

資材名 土力の達人　

(N-P-K)

1.5-1.5-1.5 1.2-1.2-1.2

施用量

2.7-2.7-2.7 －

－40kg40kg

抑
草
体
系

冬
み
ず
田
ん
ぼ

8/下～9/上つきあかり主食用

品
種
特
性

生育初期の施肥を重点に置く
紋枯病に注意

注意点

栽
培
管
理

主食用 つきあかり 5/中～5/下

播種量

120ｇ以下

（催芽140ｇ以下）

移植時期

成熟期

・地域の灌漑用水の開始と合わせて早期湛水を
開始する。
・早期湛水期間が抑草の重要期間となる。水温を
早く上げ代かきと合わせ雑草発生密度を下げる。
・抑草は早期湛水期間にしっかり行う。代かきは移
植まで２回を基本として発生状況に応じて増減す
る。

70 株/坪

乾燥もみ
植付本数

３本

２回の場合 20kg20kg

2.8-1.6-0.82.8-1.6-0.8

間断灌水

ファームパワー
フィッシュ

（Ｎ-7 Ｐ-4 Ｋ-2）

　        無農薬つきあかり　栽培こよみ　令和５年

早期湛水前
冬みず

田んぼ前
散布
時期

側条施肥

極
早
生
品
種

（
つ
き
あ
か
り

）

10月

もしくは

(N-P-K) －

合計穂肥②1回目
散布10日後

穂肥①
出穂25日前

土壌改良資材
基肥

鶏ふん堆肥

１回の場合

最高分けつ期 幼穗形成期 出穂期

穂肥

登熟期

通年：

畦畔除草剤

使用しない

早期湛水
※地域の灌漑用水の入水

合わせて実施

生きもの調査

中干し延期

冬みず

田んぼ

鶏糞

堆肥

中干し

基肥

側条

基肥

全層
穂肥は40kg/１０aを基本

可能な場合は穂肥を２回に分けて20㎏/１０aづつ散布する。

生産者
コウノトリ育む
お米生産部会

豊岡市
学校給食センターとの

打合せや商談窓口
給食費の助成

生産者への財政支援

ＪＡ
部会組織の運営

営農指導・作付誘導
生産物の乾燥・調製

生産物の販売

兵庫県
栽培技術指導

栽培試験・暦作成
作付誘導・周知

ＪＡ兵庫
中央会
スマート農業の
助成・技術検証

生産者・ＪＡ・行政の三位一体の取組み



ＪＡたじまの使命

● かけがえのない日本の食糧・農業の次世代への継承

● 自然環境と生きものが共生できる農業の振興

● 子どもたちに安心して食べさせられる食の提供




